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令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
は
�
明
治
五

（
一
八
七
二
）
年
に
現
在
の
愛
知
県
が
誕

生
し
て
か
ら
一
五
〇
年
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
�
県
政
一
五
〇
周
年
記
念
と
し
て
��
愛

知
県
の
は
じ
ま
り
と
県
庁
の
あ
ゆ
み
�
と

題
し
て
�
十
月
三
日
（
月
）
か
ら
十
二
月

二
日
（
金
）
ま
で
�
企
画
展
を
開
催
し
ま

し
た
� 

 

企
画
展
は
�
愛
知
県
の
は
じ
ま
り
�
郡

役
所
の
設
置
と
廃
止
�
愛
知
県
庁
舎
の
変

遷
��
官
選
知
事
�
か
ら
�
公
選
知
事
�
へ
�

の
四
つ
の
テ
ー
マ
で
た
ど
る
内
容
と
な
�

て
お
り
�
こ
の
他
に
も
��
愛
知
県
一
五
〇

年
の
歩
み
�
と
題
し
た
年
表
を
作
成
し
て

展
示
し
ま
し
た
� 

 

 

  

   

以
下
�
企
画
展
の
構
成
に
従
い
�
展
示

の
概
要
を
御
紹
介
し
ま
す
� 

 

１ 

愛
知
県
の
は
じ
ま
り 

  

明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
に
そ
れ
ま
で

の
藩
を
廃
し
て
県
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な

り
（
廃
藩
置
県
）�
藩
名
が
そ
の
ま
ま
県
名

と
な
り
ま
し
た
�
そ
の
後
�
各
県
が
統
合

さ
れ
て
い
き
�
現
在
の
愛
知
県
が
成
立
す

る
ま
で
の
変
遷
を
所
蔵
資
料
や
他
機
関
所

蔵
の
複
製
本
を
用
い
て
紹
介
し
ま
し
た
� 

明
治
四
年
十
一
月
�
三
河
十
県
が
統
合

し
�
額
田
県
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
が
�
一

年
ほ
ど
で
愛
知
県
と
合
併
す
る
こ
と
に
な

り
�
額
田
県
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
� 

 

合
併
当
初
か
ら
�
三
河
地
域
の
人
々
に

は
�
合
併
に
よ
り
様
々
な
不
利
益
を
被
�

て
い
る
と
い
う
意
識
が
あ
り
�
愛
知
県
か

ら
三
河
を
分
県
し
て
額
田
県
を
再
置
し
よ

う
と
す
る
三
河
分
県
（
額
田
県
再
置
）
運

動
が
数
回
起
こ
り
ま
し
た
� 

し
か
し
�
明
治
二
十
五
（
一
八
九
二
）

年
の
帝
国
議
会
衆
議
院
第
一
読
会
で
�
額

田
県
設
置
ニ
関
ス
ル
法
律
案
�
は
否
決
さ

れ
�
額
田
県
再
置
の
動
き
は
終
息
し
ま
し

た
� 展

示
で
は
�
三
河
地
域
出
身
の
衆
議
院

議
員
と
反
対
す
る
議
員
と
の
討
議
の
様
子

が
記
録
さ
れ
た
帝
国
議
会
の
議
事
速
記
録

を
紹
介
し
ま
し
た
� 

ま
た
�
こ
の
他
に
も
��
尾
張
名
所
図
会

（
ず
え
）�か
ら
県
名
の
由
来
に
関
連
す
る

�
あ
ゆ
ち
潟
�
の
和
歌
が
引
用
さ
れ
て
い

る
�
桜
田
の
古
覧
�
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
� 

 

２ 

郡
役
所
の
設
置
と
廃
止 

  

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
七
月
に
公

布
さ
れ
た
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
り
�
旧

来
の
大
区
小
区
制
は
廃
止
さ
れ
�
府
県
の

下
に
郡
区
町
村
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
�
本

県
で
は
�
同
年
十
二
月
に
施
行
さ
れ
�
郡

は
行
政
区
と
な
り
郡
役
所
が
設
置
さ
れ
る

と
と
も
に
�
郡
長
が
置
か
れ
ま
し
た
� 

 

明
治
二
十
三
（
一
八
九
〇
）
年
五
月
に

公
布
さ
れ
た
郡
制
（
本
県
で
は
�
翌
年
四

月
に
施
行
）
に
よ
り
�
郡
は
�
府
県
と
町

村
の
中
間
に
位
置
す
る
地
方
自
治
体
と
な

り
�
郡
会
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
� 

 

し
か
し
�
郡
は
独
自
の
財
源
を
持
�
て

い
な
か
�
た
た
め
�
歳
入
の
大
部
分
を
町

村
が
負
担
す
る
町
村
分
賦
金
に
頼
る
し
か

な
く
�
町
村
財
政
を
圧
迫
し
ま
し
た
�
地

方
自
治
体
と
し
て
の
郡
の
存
在
理
由
が
乏

し
い
と
の
考
え
や
�
町
村
の
財
政
基
盤
の

強
化
を
図
る
た
め
に
郡
制
廃
止
の
声
が
上

が
り
�
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
に
�
郡

制
廃
止
ニ
関
ス
ル
法
律
�
が
公
布
さ
れ
�

同
十
二
年
四
月
に
郡
制
は
廃
止
さ
れ
ま
し

た
�
同
十
五
年
に
は
�
地
方
官
官
制
の
全

部
改
正
に
よ
り
�
郡
長
・
郡
役
所
が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
� 

展
示
で
は
�
知
多
郡
役
所
創
設
の
棟
札

や
�郡
役
所
が
廃
止
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
�

東
加
茂
郡
役
所
に
下
付
さ
れ
て
い
た
御
真

影
（
ご
し
ん
え
い
）
を
県
庁
へ
奉
還
し
た

際
の
公
文
書
�
郡
役
所
廃
止
当
時
の
新
聞

記
事
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
� 

 

 

 

３ 

愛
知
県
庁
舎
の
変
遷 

 

愛
知
県
庁
舎
は
�
こ
れ
ま
で
四
回
の
移

転
を
経
て
現
在
に
至
�
て
い
ま
す
� 

 

明
治
五
（
一
八
七
二
）
年
四
月
�
名
古

屋
県
か
ら
愛
知
県
に
県
名
を
変
え
た
当
初

の
県
庁
舎
は
�
名
古
屋
城
郭
内
の
旧
名
古

屋
藩
庁
（
元
尾
張
藩
付
家
老
竹
腰
（
た
け

令 

和 

四 

年 

度 

企 

画 

展 
「
県
政
一
五
〇
周
年
記
念 

愛
知
県
の
は
じ
ま
り
と
県
庁
の
あ
ゆ
み
」 
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の
こ
し
）
家
旧
上
屋
敷
）
を
使
用
し
て
い

ま
し
た
� 

し
か
し
�
名
古
屋
城
郭
内
の
全
て
が
陸

軍
省
に
引
き
渡
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
�
移

転
を
迫
ら
れ
ま
し
た
�
そ
の
た
め
�
明
治

七
年
十
一
月
に
現
在
の
真
宗
大
谷
派
名
古

屋
別
院
（
東
別
院
）
内
へ
一
時
的
に
移
転

し
ま
し
た
� 

 

明
治
十
（
一
八
七
七
）
年
六
月
に
仮
庁

舎
か
ら
南
久
屋
町
へ
庁
舎
を
新
築
移
転
し

ま
し
た
が
�
道
路
の
延
伸
計
画
の
支
障
と

な
�
た
こ
と
に
よ
り
�
明
治
三
十
三
年
に

南
武
平
町
の
旧
愛
知
県
第
一
師
範
学
校
跡

地
に
新
築
移
転
し
ま
し
た
� 

そ
の
後
�
南
武
平
町
の
庁
舎
が
手
狭
に

な
�
た
こ
と
か
ら
�
新
た
な
建
設
計
画
が

持
ち
上
が
り
�
昭
和
十
三
（
一
九
三
八
）

年
三
月
に
現
在
の
愛
知
県
庁
本
庁
舎
が
竣

工
し
ま
し
た
� 

 

 

 

展
示
で
は
�
移
転
の
告
示
が
出
さ
れ
た

時
の
公
報
や
�
現
在
の
愛
知
県
庁
本
庁
舎

の
建
築
風
景
写
真
�
竣
工
を
伝
え
る
新
聞

記
事
を
紹
介
し
ま
し
た
� 

な
お
�
展
示
し
た
愛
知
県
庁
舎
に
関
す

る
写
真
の
一
部
は
�
当
館
の
所
蔵
資
料
検

索
シ
ス
テ
ム
で
Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
し
て
い
ま
す
�

展
示
で
き
な
か
�
た
写
真
も
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で

多
数
閲
覧
し
て
い
た
だ
け
ま
す
の
で
�
愛

知
県
庁
舎
の
変
遷
を
御
自
宅
で
た
ど
�
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
� 

 

４ 

「
官
選
知
事
」
か
ら
「
公
選
知
事
」
へ 

 
愛
知
県
が
誕
生
し
た
当
時
（
明
治
五
年
）

の
愛
知
県
の
地
方
長
官
は
�
初
代
は
県
権

令
（
ご
ん
れ
い
）�
二
代
目
か
ら
は
県
令
と

呼
ば
れ
ま
し
た
が
�
明
治
十
九
（
一
八
八

六
）
年
七
月
に
公
布
さ
れ
た
地
方
官
官
制

に
よ
り
�
知
事
に
改
称
さ
れ
ま
し
た
� 

当
時
の
知
事
は
国
か
ら
任
命
さ
れ
る

�
官
選
知
事
�
で
し
た
が
�
昭
和
二
十
二

（
一
九
四
七
）
年
五
月
の
日
本
国
憲
法
施

行
に
よ
り
�
住
民
に
よ
る
直
接
選
挙
で
選

ば
れ
る
�
公
選
知
事
�
と
な
り
�
知
事
の

身
分
は
�
同
時
に
施
行
さ
れ
た
地
方
自
治

法
に
よ
り
�地
方
公
務
員
と
な
り
ま
し
た
� 

 

昭
和
二
十
二
年
四
月
五
日
�
第
一
回
統

一
地
方
選
挙
に
お
い
て
�
第
一
回
愛
知
県

知
事
選
挙
の
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
�
立

候
補
者
六
人
の
中
か
ら
青
柳
秀
夫
が
当
選

し
ま
し
た
� 

 

青
柳
は
�
愛
知
県
最
後
の
官
選
知
事
で

あ
り
�
選
挙
に
よ
�
て
�
最
初
の
公
選
知

事
と
な
り
ま
し
た
� 

 

第
二
回
愛
知
県
知
事
選
挙
は
�
昭
和
二

十
六
（
一
九
五
一
）
年
四
月
三
十
日
に
投

票
が
行
わ
れ
ま
し
た
�
七
人
の
候
補
者
が

争
い
�
投
票
率
は
�
昭
和
二
十
二
年
以
降

に
行
わ
れ
た
愛
知
県
知
事
選
挙
で
最
高
の

約
八
二
％
で
し
た
�
し
か
し
�
投
票
の
結

果
�
法
定
得
票
数
に
達
し
た
候
補
者
が
い

な
か
�
た
た
め
�
翌
月
�
上
位
二
人
に
よ

る
決
選
投
票
が
行
わ
れ
ま
し
た
�
決
選
投

票
の
結
果
�
わ
ず
か
な
票
差
で
桑
原
幹
根

が
当
選
し
ま
し
た
� 

 

展
示
で
は
�
第
五
代
�
第
十
一
代
の
愛

知
県
知
事
の
写
真
や
�
県
知
事
選
挙
の
当

選
者
を
告
示
し
た
公
報
�
決
選
投
票
の
棄

権
防
止
を
訴
え
る
県
の
Ｐ
Ｒ
車
の
写
真
な

ど
を
紹
介
し
ま
し
た
� 

 

 

 

表
紙
の
写
真
の
解
説 

  

宝
飯
（
ほ
い
）
郡
役
所
は
�
明
治
十
一

（
一
八
七
八
）年
十
二
月
に
御
油（
ご
ゆ
）

村
の
鈴
木
半
左
衛
門
（
旧
本
陣
）
宅
を
仮

庁
舎
と
し
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
�そ
の
後
�

同
十
三
年
十
一
月
に
新
築
移
庁
し
ま
し
た
� 

 

表
紙
の
上
段
資
料
は
�
新
庁
舎
の
開
庁

に
寄
せ
ら
れ
た
祝
詞
（
し
ゅ
く
し
）
が
貼
ら

れ
た
巻
物
で
す
�
写
真
は
�
当
時
の
愛
知

県
令
国
貞
廉
平
の
祝
詞
の
一
部
で
す
�
十

一
月
四
日
の
開
庁
式
に
所
用
で
臨
席
で
き

な
か
�
た
国
貞
は
�
同
月
十
一
日
に
初
め

て
新
庁
舎
を
訪
れ
�祝
詞
を
述
べ
ま
し
た
� 

 

左
下
資
料
の
定
飛
脚
（
じ
ょ
う
び
き
ゃ

く
）
箱
は
�
宝
飯
郡
役
所
で
の
定
期
的
な

文
書
の
往
復
に
用
い
ら
れ
て
い
た
も
の
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
� 

右
下
資
料
は
�
宝
飯
郡
に
お
け
る
政

治
・
経
済
・
文
化
な
ど
の
情
勢(

大
正
元
年

調
べ)

を
載
せ
た
資
料
で
す
� 

表
面
（
表
紙
の
写
真
）
に
は
�
町
村
間

の
距
離
や
郡
役
所
ま
で
の
距
離
を
表
に
し

て
載
せ
�郡
内
の
地
図
も
載
せ
て
い
ま
す
� 

裏
面
に
は
�
気
象
や
農
業
�
財
政
な
ど

の
統
計
を
載
せ
て
お
り
�
宝
飯
郡
の
状
況

を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
� 

 

  

宝
飯
郡
役
所
は
�
大
正
十
五
（
一
九
二

六
）
年
に
他
の
郡
役
所
と
共
に
廃
止
さ
れ

ま
し
た
� 

建築中の愛知県庁舎の写真 
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令
和
三
年
十
二
月
十
三
日
（
月
）
か
ら

令
和
四
年
三
月
二
十
五
日
（
金
）
ま
で
�

当
館
の
展
示
室
内
に
お
い
て
ミ
ニ
展
示

�
杉
原
千
畝
の
愛
知
県
立
第
五
中
学
校
時

代
�
を
開
催
し
�
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
よ

る
迫
害
か
ら
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
�
た

�
命
の
ビ
ザ
�
で
有
名
な
外
交
官
・
杉
原

千
畝
の
中
学
校
時
代
を
紹
介
し
ま
し
た
� 

平
成
三
十
年
に
愛
知
県
は
�
杉
原
千
畝

の
功
績
を
顕
彰
す
る
た
め
�
旧
制
第
五
中

学
校
の
流
れ
を
く
む
県
立
瑞
陵
高
等
学
校

の
敷
地
内
に
�
�
杉
原
千
畝
広
場 

セ
ン

ポ
・
ス
ギ
ハ
ラ
・
メ
モ
リ
ア
ル
�
を
開
設

し
ま
し
た
�
開
設
に
当
た
り
�
千
畝
に
関

す
る
様
々
な
資
料
の
収
集
が
行
わ
れ
ま
し

た
�
瑞
陵
高
等
学
校
に
残
さ
れ
て
い
た
第

五
中
学
校
時
代
の
学
籍
簿
や
成
績
表
も
そ

の
一
つ
で
す
� 

旧
制
中
学
校
時
代
の
学
籍
簿
等
は
�
戦

後
の
教
育
改
革
に
よ
る
新
制
高
等
学
校
へ

の
移
行
の
際
に
各
学
校
で
引
き
継
が
れ
ま

し
た
が
�
戦
禍
で
失
わ
れ
た
も
の
や
廃
棄

さ
れ
た
も
の
も
多
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
�

第
五
中
学
校
は
昭
和
二
十
（
一
九
四
五
）

年
の
名
古
屋
大
空
襲
で
一
部
校
舎
が
焼
失

す
る
被
害
に
あ
い
ま
し
た
が
�
幸
い
な
こ

と
に
�
千
畝
が
在
籍
し
た
当
時
の
学
籍
簿

と
成
績
表
は
残
�
て
い
ま
し
た
� 

こ
れ
ら
の
資
料
は
�
御
遺
族
も
初
め
て

見
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
�
彼
の
中
学
校
時

代
を
う
か
が
い
知
る
大
変
貴
重
な
資
料
で

す
�
メ
モ
リ
ア
ル
オ
ー
プ
ン
の
一
般
公
開

で
特
別
展
示
を
行
�
た
後
�
歴
史
的
価
値

の
あ
る
資
料
と
し
て
�
瑞
陵
高
等
学
校
か

ら
当
館
に
移
管
さ
れ
ま
し
た
� 

千
畝
は
�
明
治
三
十
三
（
一
九
〇
〇
）

年
一
月
一
日
に
岐
阜
県
加
茂
郡
八
百
津
町

で
生
ま
れ
�
税
務
署
職
員
で
あ
�
た
父
親

の
転
勤
に
伴
い
�
幼
少
の
頃
は
転
居
を
繰

り
返
し
て
い
ま
す
�
明
治
四
十
年
に
は
�

三
重
県
桑
名
市
の
小
学
校
か
ら
名
古
屋
市

古
渡
尋
常
小
学
校
（
現
在
の
名
古
屋
市
立

平
和
小
学
校
）
に
転
入
し
�
明
治
四
十
五

年
に
第
五
中
学
校
に
進
学
�
大
正
六
（
一

九
一
七
）
年
に
卒
業
す
る
ま
で
�
約
十
年

間
を
愛
知
県
で
過
ご
し
ま
し
た
� 

中
学
校
入
学
時
�
父
親
は
朝
鮮
京
城
府

（
現
ソ
ウ
ル
）
に
単
身
赴
任
し
て
お
り
�

千
畝
は
�
母
・
兄
弟
と
と
も
に
�
名
古
屋
市

葉
場
町
九
十
二
番
地
�（
現
在
の
中
区
平
和

町
一
丁
目
付
近
）
に
住
み
�
片
道
約
四
・
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
徒
歩
で
通
学
し
ま
し
た
� 

そ
の
後
�
母
と
兄
弟
は
京
城
府
の
父
の

も
と
へ
引
�
越
し
た
た
め
�
彼
は
単
身
で

�
愛
知
郡
八
幡
村
大
字
八
熊
二
百
三
番
地

ノ
一
�（
現
在
の
名
古
屋
市
中
川
区
五
女
子

一
丁
目
付
近
）
に
下
宿
し
て
第
五
中
学
校

に
通
�
た
こ
と
が
�
学
籍
簿
に
も
記
録
と

し
て
残
�
て
い
ま
す
� 

ま
た
�成
績
表
の�
人
物
性
質
�欄
に
は
�

一
年
次
�
温
順
��
二
年
次
�
誠
実
ナ
リ
��

五
年
次
は
�
素
直
�
と
記
さ
れ
て
お
り
�
誠

実
で
真
面
目
な
人
柄
が
う
か
が
え
ま
す
� 

五
年
間
を
通
じ
て
英
語
は
お
お
む
ね

八
〇
点
以
上
の
好
成
績
を
収
め
て
お
り
�

得
意
な
外
国
語
を
生
か
し
た
職
業
と
し
て
�

外
交
官
を
目
指
し
た
原
点
が
こ
こ
に
あ
る

と
い
え
ま
す
� 

そ
の
他
�
愛
知
県
教
育
委
員
会
所
蔵
の

校
友
会
誌
『
瑞
穂
』
や
『
受
験
と
学
生
』

第
三
巻
第
四
号（
研
究
社 

一
九
二
〇
年
四

月
）
な
ど
も
展
示
し
�
当
時
の
ク
ラ
ス
写

真
や
校
内
陸
上
運
動
会
で
の
活
躍
��
社
会
�

と
題
し
た
作
文
な
ど
を
紹
介
し
ま
し
た
� 

そ
の
中
で
も
�『
受
験
と
学
生
』
に
掲
載

さ
れ
た
千
畝
の
外
務
省
留
学
生
試
験
合
格

談
�
雪
の
ハ
ル
ビ
ン
よ
り
�
は
�
受
験
の

動
機
と
受
験
勉
強
の
方
法
�
試
験
の
詳
細

や
試
験
当
日
の
雰
囲
気
な
ど
が
�
ユ
ー
モ

ア
に
富
ん
だ
文
章
で
綴
ら
れ
て
お
り
�
と

て
も
面
白
い
手
記
で
す
� 

千
畝
は
�
こ
の
手
記
の
中
で
�
第
五
中

学
校
を
卒
業
す
る
際
の
心
境
に
つ
い
て

�
金
鯱
で
名
の
高
い
中
京
の
東
郊
に
新
し

く
聳
ゆ
る
某
県
立
中
学
を
ば
今
よ
り
三
年

前
�
大
正
六
年
の
春
�
運
動
場
の
周
囲
一

杯
に
作
ら
れ
た
尾
張
大
根（
御
器
所
大
根
）

に
名
残
を
惜
し
ん
で
�と
述
べ
て
い
ま
す
� 

ま
た
�
留
学
生
試
験
ま
で
一
か
月
程
度

で
し
た
が
��
私
は
元
来
英
語
が
他
の
教
科

よ
り
も
余
程
好
き
で
�
と
述
べ
て
い
る
と

お
り
�
第
五
中
学
校
時
代
の
英
語
の
授
業

で
身
に
付
け
た
英
語
力
や
学
習
方
法
が
有

効
で
�
他
の
科
目
の
勉
強
に
時
間
を
割
く

こ
と
が
で
き
た
と
も
語
�
て
い
ま
す
� 

 

世
界
情
勢
が
厳
し
い
今
�
自
ら
の
職
を

賭
し
て
ま
で
信
念
を
貫
い
た
杉
原
千
畝
の

人
道
的
行
為
に
思
い
を
致
す
機
会
に
し
て

い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
� 

ミ
ニ
展
示
よ
り 

�
杉
原
千
畝
の 

愛
知
県
立
第
五
中
学
校
時
代
� 

明治四十五年度 愛知県立第五中学校 

生徒学籍簿(左)と生徒在校成績表(右) 

千畝の成績表 
学籍簿には新たな下宿先 

の住所が貼られている 
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今
回
は
岡
崎
市
美
術
博
物
館
が
所
蔵
し

て
い
る
早
川
家
文
書
（
早
川
龍
介
）
に
つ

い
て
御
紹
介
し
ま
す
� 

 

早
川
家
文
書
は
碧
海
郡
中
島
村
（
現
岡

崎
市
）の
早
川
家
に
伝
来
し
た
資
料
で
す
�

同
家
は
�
代
々
文
右
衛
門
と
称
し
�
旗
本

小
笠
原
家
中
島
陣
屋
の
代
官
を
務
め
て
い

ま
し
た
� 

中
島
陣
屋
は
元
禄
十
（
一
六
九
七
）
年

に
中
島
村
に
置
か
れ
ま
し
た
�
関
連
す
る

資
料
と
し
て
�
御
勝
手
方
御
定
書
并
伺
之

上
御
下
知
書
付
���
御
勘
定
奉
行
心
得
��

�
御
勘
定
所
御
定
書
���
差
出
方
申
渡
留
��

�
御
書
付
類
進
達
物
其
外
書
付
留
�
な
ど

が
あ
り
ま
す
�
『
愛
知
県
史 

資
料
編
22 

近
世
８ 

領
主
２
』
で
は
�
寛
政
九
（
一

七
九
七
）
年
八
月
の
中
島
陣
屋
に
お
け
る

職
務
規
定�
中
島
役
所
口
伝
之
秘
書 

全
�

の
一
部
を
翻
刻
掲
載
し
て
い
ま
す
（
資
料

番
号
121
）� 

早
川
龍
介
（
一
八
五
三
�
一
九
三
三
）

は
�
明
治
�
大
正
期
に
郡
会
議
員
・
県
会

議
員
・
衆
議
院
議
員
を
歴
任
し
�
政
界
で

活
躍
し
た
人
物
で
す
�
地
租
改
正
・
耕
地

整
理
な
ど
に
尽
力
し
た
ほ
か
�
三
河
分
県

運
動
を
展
開
し
た
り
�
第
四
回
内
国
勧
業

博
覧
会
委
員
・
水
難
救
済
会
評
議
員
・
愛

知
県
農
工
銀
行
創
立
委
員
な
ど
も
歴
任
し

ま
し
た
�
私
人
と
し
て
は
多
趣
味
で
�
漢

詩
・
和
歌
・
俳
句
・
絵
画
・
尺
八
・
三
味

線
・
唄
・
踊
り
を
嗜
ん
で
い
ま
し
た
� 

 

明
治
十
二
（
一
八
七
九
）
年
五
月
�
第

一
回
県
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
�
最
初
の

愛
知
県
会
（
現
在
の
愛
知
県
議
会
）
が
開

か
れ
ま
し
た
�
翌
年
の
県
会
議
員
補
欠
選

挙
に
立
候
補
し
た
龍
介
は
初
当
選
を
果
た

し
�
最
多
得
票
で
副
議
長
に
も
選
出
さ
れ

ま
し
た
�
関
連
す
る
資
料
と
し
て
明
治
十

二
年
と
同
十
三
年
の
�
愛
知
県
会
日
誌
��

明
治
十
三
年
�
愛
知
県
会
議
録
�
な
ど
が

あ
り
ま
す
�
龍
介
は
県
会
議
員
を
四
期
務

め
ま
し
た
� 

 

三
河
分
県
運
動
は
額
田
県
再
置
運
動
と

も
呼
ば
れ
ま
す
�
明
治
五
年
十
一
月
二
十

七
日
�
額
田
県
は
愛
知
県
と
の
合
併
に
よ

り
廃
止
さ
れ
ま
し
た
�
三
河
で
は
合
併
当

初
か
ら
�
合
併
に
よ
り
様
々
な
不
利
益
を

被
�
て
い
る
と
い
う
意
識
・
不
満
が
あ
り

ま
し
た
�
同
二
十
二
年
に
は
三
河
分
県
運

動
が
本
格
化
し
�
龍
介
は
運
動
の
中
心
的

役
割
を
果
た
し
て
お
り
�
※

建
白
書
や
※

請

願
書
�
※

運
動
へ
の
協
力
を
求
め
る
書
状

の
下
書
き
が
残
�
て
い
ま
す
� 

明
治
二
十
三
年
七
月
一
日
�
第
一
回
衆

議
院
議
員
総
選
挙
が
行
わ
れ
�
龍
介
は
第

八
区
（
碧
海
・
幡
豆
郡
）
か
ら
立
候
補
し
�

初
当
選
し
ま
し
た
�
以
降
�
大
正
九
（
一

九
二
〇
）
年
の
第
十
四
回
総
選
挙
ま
で
に

十
回
当
選
し
て
い
ま
す
�
当
選
証
書
�
大

正
二
年
二
月
の
立
憲
政
友
会
脱
党
届
・
脱

党
理
由
書
・
除
名
通
知
�
※

大
正
三
年
�
第

三
十
五
議
会
報
告
書
��大
正
六
年
四
月
付

け
の
加
藤
高
明
の
推
薦
状
な
ど
が
あ
り
ま

す
� 大

正
四
年
十
一
月
十
四
日
�
大
正
天
皇

即
位
の
大
嘗
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
�前
年
�

悠
紀
斎
田
の
地
に
六
ツ
美
村
大
字
中
島
地

内
が
選
定
さ
れ
る
と
�
村
民
の
希
望
に
よ

り
龍
介
は
衆
議
院
議
員
で
あ
り
な
が
ら
六

ツ
美
村
長
と
な
り
ま
し
た
�
ま
た
�
悠
紀

斎
田
奉
賛
会
が
組
織
さ
れ
�
松
井
茂
愛
知

県
知
事
が
総
裁
に
�
龍
介
が
顧
問
に
な
り

ま
し
た
�
悠
紀
斎
田
に
関
し
て
発
行
さ
れ

た
記
念
絵
葉
書
�『
斎
田
記
念
中
島
案
内
』

（
大
正
四
年
）�『
悠
紀
斎
田
記
録
』（
大
正

五
年
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
�
龍
介
か
ら
�
大

嘗
祭
悠
紀
斎
田
奉
耕
者
早
乙
女
用
中
形
�

（
浴
衣
）
を
記
念
と
し
て
贈
ら
れ
た
加
藤

高
明
の
礼
状
も
残
�
て
い
ま
す
� 

そ
の
他
の
資
料
と
し
て
は
�
『
世
界
写

真
帖
』（
明
治
四
十
三
年
）�
※
『
第
十
回
関

西
府
県
聯
合
共
進
会
記
念
写
真
帖
』（
明
治

四
十
三
年
）�
※

名
古
屋
開
府
三
百
年
紀
念

会
編
纂『
名
古
屋
案
内
』（
明
治
四
十
三
年
）�

※

『
大
嘗
祭
悠
紀
斎
田
記
念
帖
』（
昭
和
三

年
）
な
ど
の
写
真
帖
が
あ
り
ま
す
� 

ま
た
�
龍
介
は
使
用
済
・
未
使
用
に
関

わ
ら
ず
自
分
が
気
に
入
�
た
絵
葉
書
等
を
�

記
念
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
葉
書
類
と
と
も

に
『
絵
葉
書
帖
』
な
ど
に
仕
立
て
て
い
ま

す
�
さ
ら
に
�
多
種
多
様
な
も
の
が
貼
り

付
け
ら
れ
た
ス
ク
ラ
�
プ
ブ
�
ク
が
十
二

冊
あ
り
ま
す
�
例
え
ば
�
衆
議
院
議
員
当

選
証
書
�
書
状
�
名
刺
�
葉
書
�
新
聞
の

切
り
抜
き
�
領
収
証
�
神
社
仏
閣
の
御
札
・

御
守
り
・
お
み
く
じ
�
展
覧
会
等
の
招
待

券
・
入
場
券
・
優
待
券
�
様
々
な
パ
ン
フ

レ
�
ト
�
写
真
�
漢
詩
・
和
歌
の
書
付
�

使
用
済
み
切
手
な
ど
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
�

私
人
と
し
て
の
側
面
も
知
る
こ
と
が
で
き

ま
す
� 

早
川
家
文
書
（
早
川
龍
介
）
は
�
昨
年

度
か
ら
約
八
五
〇
点
を
デ
ジ
タ
ル
画
像
で

公
開
し
て
い
ま
す
� 

（
※
は
公
開
中
資
料
） 

（『愛知県議会史』 

第二巻より転載） 

 

県
史
収
集
資
料
の
紹
介 

�
早
川
家
文
書
�
早
川
龍
介
�
� 

アルバムに貼られた絵葉書 

（岡崎市美術博物館所蔵 早川家文書（早川龍介）） 

第二巻より転載） 
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県
史
収
集
資
料
及
び
県
史
収
集
写
真

の
画
像
を
閲
覧
す
る
方
法
に
つ
い
て
御
案

内
し
ま
す
� 

当
館
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
の
所
蔵
資
料
検

索
シ
ス
テ
ム
で
資
料
を
検
索
し
て
い
た
だ

く
と
�
検
索
結
果
画
面
に
資
料
の
一
覧
が

表
示
さ
れ
ま
す
�
資
料
名
の
末
尾
に
�
画

像
�
又
は
�
画
像<

館
内>

�
と
表
示
さ
れ

て
い
る
も
の
は
�
資
料
の
画
像
を
閲
覧
し

て
い
た
だ
け
ま
す
� 

資
料
名
の
末
尾
に
�
画
像
�
と
表
示
さ

れ
て
い
る
資
料
は
�
資
料
名
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
こ
と
で
画
像
を
閲
覧
で
き
ま
す
�
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
が
あ
れ
ば
�
い
つ
で

も
�
ど
こ
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
� 

資
料
名
の
末
尾
に
�
画
像<

館
内>

�
と

表
示
さ
れ
て
い
る
資
料
は
�
館
内
の
画
像

閲
覧
専
用
パ
ソ
コ
ン
で
閲
覧
で
き
ま
す
�

閲
覧
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
�
資
料
の
チ

�
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
に
チ
�
ッ
ク
を
入
れ
�

検
索
結
果
画
面
の
上
段
右
側
の�
閲
覧
票
�

を
ク
リ
ッ
ク
し
て
閲
覧
票
（
図
）
を
印
刷

し
�
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
�
職
員
が
画
像
閲
覧
専
用
パ
ソ
コ
ン

に
御
案
内
し
ま
す
�
画
像
閲
覧
専
用
パ
ソ

コ
ン
に
お
い
て
�
閲
覧
票
に
表
示
さ
れ
て

い
る
資
料
群
コ
ー
ド
（
青
点
線
内
）
及
び

請
求
番
号
（
緑
点
線
内
）
を
入
力
し
�
画

像
表
示
ボ
タ
ン
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
�
資

料
の
画
像
が
表
示
さ
れ
ま
す
� 

な
お
�
資
料
名
の
後
ろ
に
�
�
複
写
不

可
��と
表
示
さ
れ
て
い
な
い
資
料
に
つ
い

て
は
�
用
紙
へ
の
複
写
が
可
能
で
す
�
複

写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
�
受
付
カ
ウ
ン

タ
ー
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
�
複
写
料
金

は
�
一
枚
に
つ
き
白
黒
は
一
〇
円
�
カ
ラ

ー
は
五
〇
円
で
す
� 

 

※
所
蔵
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
の
検
索
結
果

画
面
に
お
い
て
�
資
料
名
の
末
尾
等
に

表
示
さ
れ
る
�
画
像
�
及
び
�
画
像<

館

内>

�（
赤
点
線
内
）
や
��
複
写
不
可
��

に
つ
い
て
は
�
閲
覧
票
に
お
い
て
も
表

示
さ
れ
ま
す
� 

  

 

 

当
館
で
は
�
徳
川
林
政
史
研
究
所
（
公

益
財
団
法
人
徳
川
黎
明
会
所
属
）所
蔵
の
�

愛
知
県
庁
文
書
を
含
む
旧
名
古
屋
税
務
監

督
局
所
蔵
史
料
の
複
製
本
を
�
昭
和
六
十

一
年
の
開
館
当
初
よ
り
公
開
し
て
い
ま
す
�

複
製
本
は
�
所
蔵
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
で

検
索
で
き
ま
す
� 

ま
た
�
令
和
二
年
十
二
月
よ
り
公
開
を

開
始
し
た
県
史
収
集
資
料
に
は
�
徳
川
林

政
史
研
究
所
所
蔵
の
史
料
群
が
含
ま
れ
て

お
り
�
所
蔵
資
料
検
索
シ
ス
テ
ム
又
は
閲

覧
室
に
備
え
付
け
の
紙
目
録
に
よ
り
検
索

で
き
ま
す
� 

こ
れ
ら
の
資
料
の
閲
覧
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
�
閲
覧
票
を
印
刷
又
は
必
要
事

項
を
御
記
入
の
上
�
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
� 

 

資
料
の
複
写
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
�

複
写
申
請
書
に
必
要
事
項
を
御
記
入
い
た

だ
き
�
開
館
日
の
午
前
一
〇
時
半
か
ら
午

後
四
時
ま
で
の
間
に
�
当
館
を
通
じ
て
同

研
究
所
に
複
写
申
請
を
行
い
�
複
写
許
可

書
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
ら
�
当
館
で
複
写

を
行
う
こ
と
が
可
能
で
す
� 

複
写
料
金
は
一
枚
に
つ
き
一
〇
円
で

す
�
ま
た
�
別
途
�
史
料
利
用
料
金
（
一

枚
に
つ
き
六
六
円
）
を
徳
川
黎
明
会
に
お

支
払
い
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
が
�

旧
名
古
屋
税
務
監
督
局
所
蔵
史
料
に
つ
い

て
は
�
史
料
利
用
料
金
は
不
要
で
す
� 

 

な
お
�
所
蔵
史
料
の
う
ち
�
徳
川
林
政

史
研
究
所
収
集
絵
図
（
林
絵
図
）
及
び
続

徳
川
林
政
史
研
究
所
収
集
絵
図
（
続
林
絵

図
）
は
�
当
館
の
画
像
閲
覧
専
用
パ
ソ
コ

ン
で
閲
覧
で
き
ま
す
�
た
だ
し
�
複
写
等

の
利
用
に
つ
い
て
は
�
直
接
同
研
究
所
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
� 

    

 

当
館
に
お
い
て
�『
愛
知
県
史
』『
愛
知

県
史
研
究
』『
愛
知
県
史
民
俗
調
査
報
告
書
』

を
販
売
し
て
い
ま
す
�
購
入
方
法
は
次
の

と
お
り
で
す
� 

�
直
接
購
入
� 

 

愛
知
県
公
文
書
館
（
愛
知
県
自
治
セ
ン

タ
ー
七
階
）
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
� 

�
配
送
に
よ
る
購
入
� 

郵
便
は
が
き
�
フ
ァ
ッ
ク
ス
�
Ｅ
メ
ー

ル
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
� 

・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
） 

・
郵
便
番
号
�
住
所
�
電
話
番
号 

・
購
入
希
望
の
書
名
・
冊
数 

・
配
送
購
入
希
望 

を
明
記
し
�
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
� 

※
代
金
前
納
�送
料
は
購
入
者
負
担
で
す
� 

※
完
売
し
た
巻
も
あ
り
ま
す
の
で
�
販
売

状
況
は
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
で
御
確
認
い

た
だ
く
か
�
Ｅ
メ
ー
ル
・
電
話
で
当
館

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
� 

県
史
収
集
資
料
及
び
県
史
収
集 

写
真
の
画
像
閲
覧
に
つ
い
て 

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
史
料
の

閲
覧
及
び
複
写
申
請
に
つ
い
て 

�
愛
知
県
史
�
等
の 

販
売
に
つ
い
て 

  

図：閲覧票 
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令
和
四
（
二
〇
二
二
）
年
十
一
月
二
十

七
日
�
現
在
の
愛
知
県
が
誕
生
し
て
か
ら

一
五
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
�
愛
知
の
将

来
の
発
展
を
牽
引
す
る
六
つ
の
プ
ロ
ジ
�

ク
ト
が
�
県
政
一
五
〇
周
年
記
念
事
業
�

と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
� 

 

五
〇
年
前
の
昭
和
四
十
七（
一
九
七
二
）

年
に
お
い
て
も
�
県
政
一
〇
〇
年
を
顧
み

て
県
民
の
県
政
へ
の
理
解
を
深
め
�
県
政

発
展
に
役
立
て
る
た
め
�
五
つ
の
行
事
と

十
の
事
業
が�
県
政
一
〇
〇
年
記
念
事
業
�

と
し
て
選
定
さ
れ
ま
し
た
� 

 

今
回
は
�
こ
の
�
県
政
一
〇
〇
年
記
念

事
業
�に
関
す
る
資
料
を
御
紹
介
し
ま
す
� 

 

当
時
の
公
文
書
�
県
政
一
〇
〇
年
記
念

事
業 

愛
知
県
一
〇
〇
年
典
関
係
綴
（
選

定
経
過
綴
）�
等
の
簿
冊
に
は
�
記
念
事
業

の
選
定
に
関
す
る
基
本
方
針
の
決
裁
文
書

や
�
庁
内
会
議
の
資
料
等
が
つ
づ
ら
れ
て

お
り
�
記
念
事
業
の
選
定
過
程
を
知
る
こ

と
が
で
き
ま
す
� 

 

ま
た
�『
県
政
一
〇
〇
年
記
念
行
事
概
要
』

に
は
�
記
念
式
典
等
の
行
事
の
写
真
や
新

聞
記
事
等
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
�
当
時
の

様
子
を
振
り
返
る
こ
と
が
で
き
ま
す
� 

 

な
お
�
選
定
さ
れ
た
五
つ
の
行
事
は
�

�
県
政
一
〇
〇
年
記
念
式
典
��
愛
知
県
一

〇
〇
年
展
��
記
念
作
文
・
論
文
の
募
集
�

�
全
国
警
察
音
楽
隊
記
念
演
奏
会
��
全
国 

            

警
察
音
楽
隊
記
念
演
奏
と
映
画
会
�で
す
� 

 
十
の
事
業
に
つ
い
て
は
��
愛
知
県
一
〇

〇
年
記
念
映
画
�
の
制
作
�『
愛
知
県
昭
和

史
』
の
編
さ
ん
�『
統
計
で
み
る
愛
知
の
今

昔
』
の
作
成
の
ほ
か
�
児
童
総
合
遊
園
（
愛

知
こ
ど
も
の
国
）�
陶
磁
資
料
館
（
現
陶
磁

美
術
館
）�
緑
化
セ
ン
タ
ー
�
労
働
者
研
修

セ
ン
タ
ー
（
現
廃
止
）�
尾
張
パ
ー
ク
ウ
�

イ
�
教
育
セ
ン
タ
ー
（
現
総
合
教
育
セ
ン

タ
ー
）�県
議
会
議
事
堂
の
建
設
が
選
定
さ

れ
ま
し
た
� 

※
『
愛
知
県
昭
和
史
』『
統
計
で
み
る
愛
知

の
今
昔
』
は
�
当
館
で
所
蔵
し
て
い
ま

す
� 

    
 

 

令
和
四
年
九
月
五
日
か
ら
十
六
日
ま

で
四
名
の
学
生
が
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研

修
に
参
加
し
ま
し
た
�
昨
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
に
よ

り
研
修
が
中
止
と
な
�
た
た
め
�
二
年
ぶ

り
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
�
今
年
の
研
修

生
も
感
染
防
止
に
気
を
付
け
つ
つ
�
公
文

書
館
の
様
々
な
業
務
を
体
験
し
ま
し
た
� 

�
研
修
生
の
感
想
� 

・
公
文
書
館
で
は
�
テ
ー
マ
に
沿
�
て
展

示
す
る
資
料
を
選
び
�
様
々
な
視
点
か

ら
歴
史
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
る
企
画
展
を
定
期
的
に
行
�
て
い
る
�

実
習
で
は
�
企
画
展
の
チ
ラ
シ
や
ポ
ス

タ
ー
を
各
市
町
村
の
公
的
機
関
な
ど
に

送
付
す
る
業
務
を
実
際
に
体
験
し
た
�

歴
史
的
価
値
の
あ
る
文
書
を
県
民
の

方
々
に
知
�
て
も
ら
う
仕
事
に
貢
献
し

貴
重
な
体
験
が
で
き
た
と
思
う
� 

           

・
研
修
を
通
じ
て
�
私
の
目
標
で
あ
る
研

究
を
支
え
る
業
務
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

た
�
資
料
の
整
理
・
修
復
や
�
カ
ウ
ン
タ

ー
で
の
対
応
な
ど
の
業
務
は
必
要
不
可

欠
で
あ
り
�
私
の
大
学
に
お
け
る
研
究

も
公
文
書
館
の
日
々
の
業
務
の
上
に
成

り
立
�
て
い
る
�
こ
れ
か
ら
は
研
究
を

支
え
る
公
文
書
館
の
方
々
に
感
謝
の
気

持
ち
を
持
ち
な
が
ら
�
自
分
の
研
究
を

行
�
て
い
き
た
い
と
感
じ
た
� 

 
 

          

・
公
文
書
館
に
お
け
る
様
々
な
業
務
で
自

分
で
体
験
し
て
大
変
だ
�
た
の
は
地
籍

図
の
書
庫
か
ら
の
持
ち
出
し
と
返
却
作

業
だ
�
た
�
地
籍
図
一
つ
で
も
か
な
り

重
た
い
の
で
体
力
的
に
大
変
だ
と
感
じ

た
�
今
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で
�
実

際
に
資
料
の
原
本
に
触
れ
て
�
後
世
に

残
す
た
め
の
業
務
を
行
�
た
こ
と
は
と

て
も
貴
重
な
体
験
で
あ
�
た
� 

・
公
文
書
館
で
は
�
地
籍
図
や
公
文
書
な

ど
が
多
く
保
管
さ
れ
て
お
り
�
文
書
の

修
復
や
整
理
な
ど
後
世
に
残
す
た
め
の

業
務
が
あ
る
こ
と
を
知
�
た
�
県
史
収

集
資
料
の
整
理
で
は
�
封
筒
に
入
れ
る

作
業
や
撮
影
を
体
験
し
た
�
大
学
で
学

ん
で
い
る
資
料
整
理
を
実
際
に
目
で
見

て
新
た
な
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
� 

資 

料 

紹 

介 
�
県
政
一
〇
〇
年
記
念
事
業
� 

 

企画展ポスター・チラシの

発送業務の様子 

カウンター業務の様子 

イ
ン
タ
�
ン
シ
�
プ 

 

 

研
修
生
体
験
記 

 

県政１００年記念事業の関係資料 
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Ｑ
�
県
内
の
公
園
に
関
す
る
資
料
に
は
�

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
� 

 

Ａ
�
い
わ
ゆ
る
�
公
園
�
は
大
き
く
分
け

て
��
営
造
物
公
園
�
と
�
地
域
制
公
園
�

の
二
種
類
に
分
類
さ
れ
ま
す
�
前
者
は
一

般
的
に
�
公
園
�
と
し
て
思
い
浮
か
べ
る

都
市
公
園
等
の
こ
と
で
�
都
市
公
園
法
等

に
よ
り
規
定
さ
れ
ま
す
�
現
在
�
県
営
の

都
市
公
園
は
一
一
あ
り
�
都
市
・
交
通
局

の
公
園
緑
地
課
が
所
管
し
て
い
ま
す
�
後

者
は
自
然
公
園
法
に
基
づ
く
自
然
公
園
に

代
表
さ
れ
�
県
立
自
然
公
園
は
七
�
ま
た

県
内
に
指
定
さ
れ
た
国
定
公
園
は
四
あ
り
�

環
境
局
の
自
然
環
境
課
の
所
管
で
す
�
各

課
が
発
行
し
た
刊
行
物
や
公
文
書
に
よ
�

て
�
県
内
の
公
園
の
所
在
地
や
設
置
（
指

定
）
か
ら
各
種
変
更
の
事
情
�
現
況
等
を

知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
� 

 

ま
た
��
稲
置
��
岡
崎
��
小
牧
（
山
）�

�
中
村
��
浪
越
�
と
い
�
た
�
明
治
期
県

内
に
存
在
し
た
公
園
に
関
す
る
文
書
も
�

他
機
関
所
蔵
資
料
の
複
製
物
な
ど
で
閲
覧

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
� 

普
段
何
気
な
く
利
用
し
て
い
る
公
園

で
す
が
�
そ
の
制
度
の
始
ま
り
と
さ
れ
る

明
治
六
（
一
八
七
三
）
年
の
太
政
官
布
告

か
ら
現
在
ま
で
�
お
よ
そ
一
五
〇
年
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
� 

                                 

               

                  

   

 

▽ 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
マ
ス
ク
生
活
も
三
年
目
と
な
り
ま

し
た
�
本
年
度
も
�
皆
さ
ま
に
は
感
染

症
予
防
措
置
に
御
協
力
い
た
だ
き
�
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
� 

▽ 

本
年
度
の
企
画
展
で
は
�
県
政
一
五

〇
周
年
記
念
と
し
て
�
愛
知
県
の
誕
生

か
ら
戦
後
ま
で
の
歩
み
に
焦
点
を
当

て
て
紹
介
し
ま
し
た
�
来
館
さ
れ
た
方

か
ら
�
実
物
展
示
は
と
て
も
興
味
深
か

�
た
�
と
�
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
� 

▽ 

県
史
編
さ
ん
事
業
の
過
程
で
収
集
し

た
一
〇
〇
万
点
以
上
に
も
及
ぶ
貴
重

な
歴
史
資
料
や
写
真
を
公
開
用
に
整

理
し
て
�
所
蔵
者
の
許
諾
等
を
得
た
も

の
か
ら
順
次
公
開
し
て
い
ま
す
� 

▽ 

貴
重
な
資
料
を
適
切
に
管
理
・
保
存

し
て
次
の
世
代
に
伝
え
て
い
く
と
同

時
に
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◆開館時間 午前９時～午後５時 

      （閲覧請求は午後４時30分まで） 

 

◆休 館 日 土曜日・日曜日・祝休日 

      年末年始（12月28日～１月４日） 

      整理期間（春季10日以内） 

 

◆利用方法 ・資料の閲覧は無料です。 

      ・閲覧までに日数をいただく資料があり 

       ます。 

      ・所蔵資料の複写にも応じています。 

       （一部複写できない資料があります。） 

      ・資料の貸出しは行っておりません。 

      ・館内での電話・飲食はお控えください。 

所在地 〒460-0001 名古屋市中区三の丸2-3-2 愛知県自治センター７階 

電 話 052-954-6025   052-954-6902 

 kobunshokan@pref.aichi.lg.jp 

UＲＬ https://kobunshokan.pref.aichi.jp/ 

レ
フ
�
レ
ン
ス
コ
�
ナ
� 

地下鉄名城線｢名古屋城｣下車 ５番出口 徒歩１分 

市バス・名鉄バス(基幹バス)｢市役所｣下車 徒歩３分 

名鉄瀬戸線「東大手」下車 徒歩７分 


